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1-序論 
南海トラフ巨大地震の津波被害に備えて，西南日本の太平洋側では津波避難施設の整備が行われている．その

中でも津波避難タワーは，津波被害が想定される地域において津波到達時間及び地理的条件等の理由から高台

等への避難が困難な周辺住民が，一時的な避難場所として活用する施設として注目されている．四国防災共同
教育センターによれば，平成 29年 3月時点で四国内に既に整備されていた合計 109基（命山，シェルターを
含む）の避難タワーについて，文献調査と現地調査から得た

情報を整理し，個別に写真や図等を用いて紹介している．し

かし，この資料では各避難タワーに関する基本的情報は示さ

れているが，それらのタワー全体を概観する定量的な考察が

行われていない．そこで本研究では，四国内に整備されてい

るタワーについての定量的な調査を行うことで，整備におけ

る課題を明らかにすることを目的にした． 
 

2-調査⼿法 
本研究では，⽂献調査，Web 調査，現地調査によって収集

した情報をもとに四国内 139 基の避難タワーの特徴を整理
した．調査項⽬は「壁」，「屋根」，「スロープ」，「備蓄スペー
ス」，「トイレスペース」，「利⽤制限」，「複合施設」として，
それらの有無を避難タワーごとに調査した（表１）．また，ま
とめた表をもとに避難タワーごとに有の数をカウントし，機
能ポイントとした．ただし，「壁」・「屋根」の場合は，ない場
合が“0”，⼀部だけある場合が“1”，全⾯にある場合が“2”とし
て，「利⽤制限」は，ある場合が“0”，ない場合が“1”，「複合
施設」は⾮複合型が“0”，複合型が“１”，避難センター型が“2”
とした． 
 
3-結果 

結果として，平成 26 年以前と以降で機能ポイントに⼤き
な変化が⾒られた（表 2）．これは，平成 23 年の東⽇本⼤震
災での津波被害を受けて，四国内の多くの地域で避難タワー
の計画・設計が進められ，平成 26 年頃に完成したためであ
る．ただし，平成 26 年以降に整備された避難タワーの中に
も機能ポイントが少ないものもある． 

 
 
 
 

0 タワー名 整備年⽉ 構造 壁 屋根 スロープ 備蓄 トイレ 利⽤制限 複合施設 その他
15 ⼩池地区防災避難タワー 平成23年7⽉ S 0 2 0 1 0 1 0
16 ⽩浜地区第1防災避難タワー 平成21年3⽉ S 0 0 0 1 0 0 0
17 ⽩浜地区第2防災避難タワー 平成22年3⽉ S 0 2 0 1 0 0 0
18 ⽩浜海⽔浴場津波避難タワー 平成29年3⽉ RC 0 0 1 1 0 1 0
19 ⽣⾒地区防災避難タワー 平成26年7⽉ S 0 2 0 1 0 0 0
20 野根地区第1防災避難タワー 平成25年7⽉ S 0 2 1 1 0 0 0

134 野屋地区防災避難施設 令和2年9⽉ RC 2 2 1 0 0
21 野根地区防災活動拠点施設 平成26年 RC 2 2 0 1 1 0 2
22 佐喜浜町浦地区津波避難タワー 平成29年3⽉ S 0 2 1 1 0 0 0
23 都呂津波シェルター 平成28年8⽉ シェルター
24 室⼾岬町中町津波避難タワー 平成27年3⽉ S 0 0 1 1 0 0 0

135 菜⽣地区津波避難タワー 令和2年10⽉ S 1 1 1 0 0
25 室津東町津波避難タワー 平成27年9⽉ S 0 0 0 1 0 0 0

118 浮津⻄町地区津波避難タワー 平成31年2⽉ S 1 1 1 1 0 0 0
26 岩⼾津波避難タワー 平成29年3⽉ S 1 1 1 1 0 0 0

119 脇地地区津波避難タワー 平成30年2⽉ S 1 1 1 1 0 0 0
120 吉良川町⻄町地区津波避難タワー 平成30年1⽉ S 2 2 1 1 0 0 0

27 ⽻根町戎町津波避難タワー 平成26年12⽉ S 2 2 0 1 0 0 0
28 ⽻根町坂本津波避難タワー 平成28年9⽉ S 1 1 1 1 0 0 0
29 奈半利町1号津波避難タワー 平成24年3⽉ RC 0 1 1 0 0 0 0
30 奈半利町2号津波避難タワー 平成24年12⽉ RC 0 0 1 1 0 0 0
31 奈半利町3号津波避難タワー 平成26年12⽉ S 2 2 1 1 0 0 0
32 奈半利町4号津波避難タワー 平成27年3⽉ RC 2 2 1 1 0 0 0
33 奈半利町5号津波避難タワー 平成29年3⽉ S 2 2 1 1 0 0 0
34 奈半利町6号津波避難タワー 平成27年3⽉ S 2 2 1 1 0 0 0
35 ⽥野町第1津波避難タワー 平成25年2⽉ RC 0 0 1 1 0 0 0
36 ⽥野町第2津波避難タワー 平成26年3⽉ RC 1 1 1 1 0 0 0
37 ⽥野町第3津波避難タワー 平成26年3⽉ S 0 0 1 1 0 0 0
38 ⽥野町第4津波避難タワー 平成27年7⽉ S 0 0 1 1 0 0 0
39 ⽥野町第5津波避難タワー 平成27年8⽉ RC 2 2 1 1 0 0 1
40 ⽥野町第6津波避難タワー 平成28年3⽉ S 0 0 1 1 0 0 0
41 安⽥町津波避難タワー3号 平成29年3⽉ RC 2 2 1 1 1 0 0
42 安⽥町津波避難タワー2号 平成26年3⽉ RC 0 0 1 1 0 0 0
43 安⽥町津波避難タワー1号 平成24年11⽉ RC 0 0 0 1 0 0 1

タワー名 整備年⽉ 構造 壁 屋根 スロープ 備蓄 トイレ 利⽤制限 複合施設 その他
44 安芸市津波避難タワー10号 平成29年11⽉ S 0 1 1 0 0 0 0
45 安芸市津波避難タワー6号 平成28年3⽉ S 0 0 1 0 0 0 0
46 伊尾⽊1号緊急避難塔 平成29年1⽉ S 1 2 1 1 0 0 0

121 安芸市津波避難タワー9号 平成29年12⽉ S 0 0 1 0 0 0 0
47 安芸市津波避難タワー7号 平成28年12⽉ S 0 0 1 0 0 0 0
48 安芸市津波避難タワー5号 平成28年3⽉ S 0 0 1 1 0 0 0
49 安芸市津波避難タワー1号 平成26年1⽉ S 0 2 1 1 0 0 0
50 安芸市津波避難タワー2号 平成26年5⽉ RC 0 2 1 1 0 0 1
51 安芸市津波避難タワー4号 平成28年2⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0
52 安芸市津波避難タワー3号 平成27年3⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0
53 和⾷津波避難施設 平成26年3⽉ RC 2 2 1 1 1 0 2
54 松原津波避難タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 0 0
55 ⻑⾕寄津波避難タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 0 0

136 YS2夜須町第6地区東部津波避難タワー 令和3年3⽉ RC 0 1 1 0 0
56 YS1夜須町第6地区⻄部津波避難タワー 平成27年11⽉ RC 1 2 1 1 0 0 0
57 ヤ・シィパーク津波避難タワー 平成29年6⽉ S 0 2 1 1 0 1 1

122 K2⾹我美町岸本10区津波避難タワー 平成30年3⽉ RC 2 2 1 1 0 0 0
123 K3⾹我美町岸本8区津波避難タワー 平成30年2⽉ RC 1 1 1 1 0 0 0

58 岸本防災コミュニティセンター 平成25年2⽉ RC 0 0 0 1 1 0 2
59 K1⾹我美町岸本1区津波避難タワー 平成28年3⽉ RC 0 2 1 1 1 0 0
60 A3⾚岡町東荒津波避難タワー 平成27年11⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0

124 A4⾚岡町南町津波避難タワー 平成30年2⽉ RC 2 2 1 1 0 0 0
61 A2⾚岡町幸津波避難タワー 平成27年11⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0
62 A1⾚岡町松ヶ瀬津波避難タワー 平成27年11⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0
63 Y8吉川町松ヶ瀬津波避難タワー 平成29年2⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0
64 Y6吉川町中北津波避難タワー 平成27年2⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0
65 Y5吉川町東南津波避難タワー 平成27年2⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0

131 N1横井津波避難タワー 令和2年3⽉ RC 0 1 1 0 0
66 Y4吉川町⻄南津波避難タワー 平成26年10⽉ RC 1 2 1 1 0 0 0
67 Y3吉川町⻄北津波避難タワー 平成27年1⽉ RC 0 2 1 1 0 0 0
68 Y2吉川町清⽔⼋反津波避難タワー 平成27年2⽉ RC 1 2 1 1 0 0 0
69 Y1吉川町浜⼝南部津波避難タワー 平成27年1⽉ RC 1 2 1 1 0 0 0
70 Y7吉川町錦津波避難タワー 平成27年11⽉ RC 1 2 1 1 0 0 0

130 Y9吉川町浜⼝北部津波避難タワー 平成30年10⽉ RC 1 2 1 0 0

タワー名 整備年⽉ 構造 壁 屋根 スロープ 備蓄 トイレ 利⽤制限 複合施設 その他
71 ⑪久枝南タワー 平成26年3⽉ RC 2 2 1 1 0 1 0
72 ⑫久枝北タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
73 ⑩下島浜タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
74 ⑨前浜浜窪タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
75 ⑧前浜久保タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
76 ⑬⼤湊⼩南タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0 シェルター
77 前浜防災コミュニテーセンター 平成29年3⽉ RC 2 2 1 1 1 0 2
78 ⑭下⽥村タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
79 ⑦前浜伊都多タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0

139 15スポーツセンタータワー 令和4年10⽉ RC 1 1 1 1 1 ? 0
80 ⑥浜改⽥中ノ丁タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
81 ⑤浜改⽥本村タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
82 ④浜改⽥岩坂タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
83 三和防災コミュニティーセンター 平成26年7⽉ RC 2 2 1 1 1 0 2
84 ③浜改⽥浜⽥タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
85 ②⼗市坪池タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
86 ①⼗市阿⼾タワー 平成26年3⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
87 砂地津波避難タワー 平成28年2⽉ S 0 2 1 1 0 0 0
88 神幸道津波避難タワー 平成28年1⽉ S 0 2 1 1 0 0 0
89 新築津波避難タワー 平成27年11⽉ S 0 2 1 1 0 0 0
90 種崎公園津波避難タワー 平成26年3⽉ S 0 2 1 1 0 1 0
91 ⾈倉津波避難センター 平成27年11⽉ RC 2 2 1 1 1 0 2
92 種崎地区津波避難センター 平成21年2⽉ RC 2 2 1 1 1 0 2
93 貴船ノ森津波避難センター 平成27年12⽉ RC 2 2 1 1 1 0 2

127 ⽵島公園の命⼭ 平成31年3⽉ 命⼭
94 ⻑浜津波避難タワー 平成27年12⽉ S 0 2 1 1 0 0 0
95 ⼾原東津波避難タワー 平成27年9⽉ S 0 2 1 0 0 0 0
96 ⼾原⻄津波避難タワー 平成27年12⽉ S 0 2 1 0 0 0 0
97 甲殿東津波避難タワー 平成27年3⽉ S 0 0 1 0 0 0 0
98 甲殿⻄津波避難タワー 平成28年1⽉ S 0 2 1 0 0 0 0
99 仁淀タワー 平成28年2⽉ S 0 0 0 0 1 0 1

100 甫渕公園タワー 平成28年5⽉ RC 1 2 1 1 0 1 0
138 宇佐地区津波避難タワー 平成4年3⽉ RC 1 1 1 ? 0
132 須崎市 南古市町津波避難タワー 令和2年3⽉ RC 1 2 1 1 0
101 第2号津波避難タワー（⼋千代タワー） 平成27年3⽉ S 1 2 1 1 1 1 0 ゴンドラ
102 第1号津波避難タワー（純平タワー） 平成26年6⽉ S 1 2 1 1 1 1 0 ゴンドラ
103 津波避難タワー3号塔（松崎） 平成29年1⽉ S 0 0 0 1 0 0 0
104 津波避難タワー4号塔（多⽬的集会所付近） 平成27年3⽉ S 0 1 0 1 0 0 0
105 津波避難タワー1号塔（製材所跡） 平成27年3⽉ S 0 1 0 1 0 0 0
106 津波避難タワー2号塔（沖ノ下） 平成28年3⽉ S 0 1 0 1 0 0 0
107 佐賀地区津波避難タワー 平成29年3⽉ S 2 2 1 1 1 1 0
108 横浜津波避難タワー 平成26年3⽉ S 2 2 0 1 0 1 0
109 早咲津波避難タワー 平成26年3⽉ S 2 2 0 1 0 0 0
110 浜の宮津波避難タワー 平成26年3⽉ S 2 2 0 1 0 1 1
125 ⼟佐⼤規模公園展望台津波避難タワー 平成30年3⽉ RC 0 2 1 0 0 1 1
111 町津波避難タワー 平成26年3⽉ S 2 2 0 1 0 1 0
112 万⾏津波避難タワー 平成26年3⽉ S 2 2 0 1 0 1 0
113 ⽔⼾地区東津波避難タワー 平成27年3⽉ S 0 2 1 1 0 1 0
114 下⽥⽔⼾地区津波避難タワー 平成25年3⽉ S 0 0 0 1 0 1 0
115 ⼭路地区津波避難タワー 平成25年3⽉ S 0 0 0 1 0 1 0 ゴンドラ
116 初崎地区津波避難タワー 平成26年3⽉ S 0 0 0 1 0 1 0
117 ⼟佐清⽔市 ⼤岐地区津波避難タワー 平成27年9⽉ S 0 2 1 1 0 0 0
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表１ 津波避難タワーの特徴 
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図１ 四国の年度別タワー整備数 

表 2 津波避難タワーの機能ポイント 

jsce7-016-2023

                               1 / 2



4-今後の課題 
設備⾯が不⼗分で改善の余地がある避難タワーが多く存在している⼀

⽅で，既に機能数が多い避難タワーにおいては設備⾯での課題はあまり
残されておらず，今後さらに機能が充実した避難タワーが整備されるこ
とはないと考えられる．これからの課題として，避難タワーは設備を充
実させるだけでは緊急時にその役割を完全に発揮することは難しいと考
えられる．現在整備されている津波避難タワーで⽇常的に住⺠が利⽤し
ているものはかなり少ないため（図 2），設備の充実よりも，住⺠と避難
タワーとの関わり合い⽅を重要視して避難タワーを整備する必要がある
と考えた． 
そこで，今後は「利⽤制限」に着⽬して調査を進めたい．また，タワー周
辺の住⼈にアンケートを実施することで，タワーの⽇常利⽤の現状を把
握し，異なる地域で調査を実施することで，地域ごとの災害への意識の
差を考察したい． 
 
 
5-参考⽂献 
https://www.city.tanabe.lg.jp/bousai/tsunamihinantower.html 
https://www.bousai.go.jp/jishin/tsunami/hinan/tsunami_top.html 
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h23/bousai2011/html/zu/zu004.htm 
https://www.pref.kochi.lg.jp/sonae-portal/prediction/seismic.html 
四国の津波避難タワー等写真集（四国防災共同教育センター発⾏） 
https://www.kagawa-u.ac.jp/dpec/areainfo/ 
 
 

図 2 四国のタワー利⽤制限の有無 
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